ワークショップの内容

グループ毎に、テーマについてじっくり議論します。
第1グループ：リーダー育成
各団体の現状を語り、今後の継続のためのリーダー育成を考える

他団体との連携、上下流交流など

コーディネータ：吉弘　央（大野川流域ネットワーキング会長）
参加者　　希望者

各団体のリーダー

（提案者）油布幸吉（ふるさと戸次を元気にする会）

第2グループ：大野川に感謝「源流の碑建立祭」と「河川清掃」の今後

アイディアを出し合い、本年度から実施する

（コーディネータ）渡辺雪法（柴北川を愛する会）

（参加者）

希望者
各団体から1名以上は参加してください
第3グループ：川の指標づくり
大野川を評価するための指標について考え、環境学習等に結びつける

（コーディネータ）高見　徹（大分高等専門学校都市・環境工学課准教授）
（参加者）
希望者

学校、公民館など、子供の環境学習に関心のある人
第4グループ：自分たちは震災にどう備えればいいか。東日本震災への支援

村野淳子さんより、防災、減災についての話をお聞きし、各地の活動を話し合う

また、今回の東日本の震災の支援について話し合う

（コーディネータ）村野淳子（大分県社会福祉協議会）
（参加者）

希望者
国、県、市の担当者
（事例発表）佐東源三
